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盛
豊
璃

弼
態
籍

醸
調
を
生
か
し
　
蕃
葉
は
写

同

窓

会

長

　

金

　

井

　

一

　

夫

昨
夏
の
猛
暑
の
あ
と
の
こ
の
冬
の
寒
さ
と
風
雪
、

最
近
の
世
界
中
の
気
候
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
！
　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
梅
の
蕾
は
大

き
く
膨
ら
ん
で
お
り
、
春
の
く
る
日
を
告
げ
る
こ

の
頃
で
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
御
元

気
で
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
の

同
窓
会
へ
の
御
支
援
に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
、
皆
様
の
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
卒
業
生
が
誕
生
し
、
同
窓
会
に
加

入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
、
心
か
ら
歓
迎
を
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

若
い
人
達
が
毎
年
加
入
し
、
我
が
同
窓
会
が
連

綿
と
続
く
こ
と
が
、
石
岡
一
高
の
歴
史
と
伝
統
を

輝
か
し
い
も
の
に
す
る
為
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
今
後
に
御
期
待
を
申
し
上
げ
ま

す。
さ
て
、
今
年
の
六
月
に
は
建
築
中
の
新
し
い
校

舎
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
私
共
が
学
ん
だ
旧
校
舎

が
無
く
な
る
こ
と
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す

が
、
新
校
舎
を
中
心
に
新
し
い
石
岡
一
高
の
歴
史

が
刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
訓
　
「
誠

実
」
　
「
自
治
」
　
「
博
愛
」
　
の
精
神
の
も
と
に
、
毎
日

の
学
習
を
は
じ
め
、
生
徒
会
活
動
、
部
活
動
、
学

校
行
事
等
の
諸
活
動
に
伸
び
伸
び
と
励
み
、
充
実

し
た
山
王
台
の
生
活
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
、
山
王
神
社
の
鳥
居

が
古
く
な
り
危
険
だ
と
の
話
が
あ
り
、
暮
れ
の
例

大
祭
迄
に
新
調
し
、
同
窓
会
で
寄
付
を
い
た
し
ま

し
た
。
一
高
の
守
り
神
と
し
て
役
立
つ
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
二
農
場
の
豊
か
な
自
然
の
も
と
、
石

岡
一
高
の
有
機
J
A
S
認
定
は
場
で
栽
培
し
た
ブ

ド
ウ
を
使
用
し
、
栽
培
か
ら
製
品
化
ま
で
を
生
徒

達
が
企
画
立
案
し
た
石
岡
一
高
ブ
ド
ウ
サ
イ
ダ
ー

を
製
造
販
売
し
た
い
の
で
、
同
窓
会
で
応
援
し
て

は
し
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
役

員
会
を
開
催
し
て
、
支
援
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
二
月
中
に
は
製
品
と
し
て
御
目
見
え
す
る
予

定
で
あ
り
、
「
い
し
い
ち
ぶ
ど
う
サ
イ
ダ
ー
」
　
と

し
て
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
生
徒
達
の

励
み
に
な
る
様
に
応
援
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え

ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
の
御
協
力
を
特
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

優
秀
な
先
生
方
や
、
心
あ
る
御
父
兄
の
御
協
力

に
よ
り
、
今
年
も
伝
統
あ
る
石
岡
一
高
の
歴
史
が

輝
き
続
け
る
事
を
御
期
待
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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挨

　

拶

学
校
長
　
藤
　
枝
　
和
　
也
－

平
成
二
十
五
年
度
の
定
期
人
事
異
動
で
、

校
長
と
し
て
石
岡
一
高
に
赴
任
い
た
し
ま
し

た
。
懐
か
し
の
母
校
に
校
長
と
し
て
勤
務
で

き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

私
は
四
十
年
前
に
生
徒
と
し
て
在
籍
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
の
石
岡
二
品
は
当
時
と

は
大
き
く
様
変
わ
り
を
し
て
い
ま
す
。
今
は

も
う
、
私
が
一
年
時
に
過
ご
し
た
二
階
建
て

の
木
造
校
舎
も
、
二
・
三
年
時
を
過
ご
し
た

四
階
建
て
の
永
久
校
舎
も
取
り
壊
さ
れ
て
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
一
学
年
四
学
級
あ

っ
た
農
業
系
学
科
も
二
学
級
に
減
り
、
普
通

科
が
一
学
年
四
学
級
か
ら
六
学
級
に
増
え
て

い
ま
す
。
全
日
制
に
は
一
人
も
い
な
か
っ
た

女
子
生
徒
が
、
全
生
徒
の
半
数
を
超
え
、
男

子
生
徒
を
凌
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
様
々

な
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
緑
豊
か
な

山
王
台
の
様
相
は
変
わ
ら
ず
に
、
今
で
も
校

内
の
彼
方
此
方
に
数
多
く
の
樹
木
が
茂
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
前
庭
の
楠
は
樹
齢
を
重
ね
、

石
岡
一
高
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
当
時
よ
り
も

大
き
く
堂
々
と
し
た
姿
で
肇
え
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
立
派
な
楠
の
姿
に
、
長
年
に
亘
っ

て
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
石
岡
二
品
の
歴
史

と
伝
統
を
感
じ
ま
す
。

取
り
壊
さ
れ
た
永
久
校
舎
跡
で
は
、
新
校

舎
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
六

年
六
月
に
は
完
成
し
、
使
用
を
開
始
で
き
る

予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
新
校
舎
を
中

心
に
新
し
い
石
岡
一
高
の
歴
史
と
伝
統
が
刻

ま
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
校
舎
が

旧
校
舎
以
上
に
石
岡
一
高
発
展
の
象
徴
と
な

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
本
校
は
、
各
学
年
に
普
通

科
六
学
級
、
園
芸
科
一
学
級
、
造
園
科
一
学

級
及
び
定
時
制
普
通
科
一
学
級
が
設
置
さ
れ
、

生
徒
定
員
が
一
千
名
を
超
え
る
県
内
で
も
屈

指
の
大
規
模
校
で
す
。
目
指
す
学
校
像
を

「
一
、
創
立
百
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
普
通
科
と
農
業
系
学
科
の
併
置
校
と

し
て
の
特
色
を
生
か
し
、
地
域
の
中
核
と
し

て
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
学
校
　
二
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
伸
ば
し
、
将
来
の
夢

を
実
現
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
を
身
に
付

け
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
卒
業
し
て
い
く

学
校
　
三
、
学
習
活
動
、
特
別
活
動
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
場
面
で
、
生
徒
と
教

職
員
が
と
も
に
生
き
生
き
と
し
た
活
力
あ
る

学
校
」
と
定
め
、
そ
し
て
　
「
一
、
進
学
実
績

の
向
上
　
二
、
学
力
の
向
上
　
三
、
人
間
性

の
向
上
」
　
を
大
き
な
三
つ
の
柱
と
し
て
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
の
約
八
割
が
卒
業
後
の
進
路

と
し
て
進
学
を
希
望
し
、
約
二
割
の
生
徒
が

就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
茨

城
大
学
を
は
じ
め
国
公
立
大
学
、
私
立
大
学

に
多
く
の
生
徒
が
合
格
し
、
い
ま
だ
に
求
人

状
況
が
厳
し
い
中
で
、
就
職
希
望
者
の
ほ
ぼ

全
員
が
内
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

部
活
動
に
は
約
五
割
の
生
徒
が
加
入
し
、

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
が
全
国
高
校
総
体
に
出
場
し
、
文
化
部
で

は
写
真
部
が
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
出
品

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

が
関
東
大
会
に
出
場
し
、
野
球
部
が
夏
の
大

会
で
ベ
ス
ト
十
六
に
進
出
す
る
な
ど
、
多
く

の
部
が
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
定
時
制
で
は
、

陸
上
競
技
と
卓
球
の
部
で
全
国
定
通
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

農
業
関
係
で
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
県
大
会
意

見
発
表
の
区
分
「
食
料
・
生
産
」
　
で
最
優
秀

賞
並
び
に
県
教
育
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

本
校
農
業
ク
ラ
ブ
員
の
熱
心
な
研
究
活
動
と

努
力
が
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
園

芸
科
の
生
徒
た
ち
が
、
農
場
で
有
機
栽
培
し

た
ブ
ド
ウ
を
活
用
し
て
　
「
い
し
い
ち
ぶ
ど
う

サ
イ
ダ
ー
」
　
を
開
発
し
、
市
内
J
A
直
売
所

な
ど
で
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
製
品

化
に
あ
た
っ
て
は
、
同
窓
会
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

石
岡
一
高
は
、
平
成
二
十
六
年
で
創
立
百

五
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
を

は
じ
め
P
T
A
や
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
百
年
を
超

え
る
石
岡
一
高
の
歴
史
と
伝
統
に
、
良
き
新

た
な
歴
史
と
伝
統
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
石

岡
一
高
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

私

の

思

い

出

第

六

十

三

回

卒

　

松

　

金

　

久

　

雄

卒
業
か
ら
四
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。
私
が

石
岡
一
高
に
入
学
の
年
、
本
校
舎
建
築
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。
一
年
生
の
時
は
木
造
校
舎
、

二
年
生
か
ら
は
ピ
カ
ピ
カ
の
新
築
校
舎
で
、

高
校
生
活
を
過
ご
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
の
頃
に
は
、
プ
ー
ル
も
新
設
さ
れ
、

落
成
式
を
行
っ
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。

私
の
家
か
ら
五
分
も
あ
れ
ば
登
校
で
き
る

距
離
に
学
校
が
あ
っ
た
の
で
便
利
な
面
も
あ

れ
ば
、
電
車
や
バ
ス
等
を
使
っ
て
登
校
す
る

友
達
を
羨
ま
し
く
思
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。

入
学
し
て
か
ら
は
、
高
校
の
部
活
は
大
変
厳

し
い
と
い
う
評
判
を
う
の
み
に
し
、
中
学
時

代
に
励
ん
だ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
あ
き
ら
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就就就退就退
任任任任任任

め
、
文
化
部
に
籍
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
家

と
学
校
の
往
復
の
日
々
で
特
に
変
化
の
あ
る

毎
日
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

校
歌
の
中
に
あ
る
　
「
山
王
魂
」
。
こ
の
年

に
な
っ
て
多
く
の
人
と
接
す
る
と
一
高
卒
業

の
方
が
多
く
、
何
と
言
え
ば
い
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
年
の
離
れ
た
先
輩
や
私
よ
り

若
い
世
代
を
見
て
も
同
じ
学
び
舎
で
学
ん
だ

者
同
士
　
「
山
王
魂
」
　
を
胸
に
ま
と
ま
り
が
あ

り
、
知
ら
な
い
人
で
も
不
思
議
と
親
近
感
が

わ
い
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

一
高
生
が
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と

は
市
内
の
広
報
紙
や
商
工
会
な
ど
で
紹
介
さ

れ
て
い
て
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
し
か
し

私
の
願
い
は
、
野
球
部
に
ぜ
ひ
甲
子
園
出
場

の
チ
ャ
ン
ス
を
勝
ち
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

永
年
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を
ど
う
か
近
い
将

来
か
な
え
て
ほ
し
い
。
多
く
の
卒
業
生
の
望

ん
で
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
家
が
学
校
に
近
い
こ
と
で
、

一
高
主
催
の
防
災
訓
練
や
山
王
神
社
の
祭
礼

等
、
卒
業
し
て
か
ら
も
縁
の
切
れ
な
い
関
係

で
い
ま
す
。
母
校
の
こ
と
で
協
力
で
き
る
こ

と
は
、
惜
し
み
な
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
古
い
伝
統
の
中
、
将
来
の
夢
や
希

望
を
も
っ
た
学
生
が
、
一
人
で
も
多
く
一
高

の
学
び
舎
で
育
つ
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
新
校
舎
の
完
成
で
石
岡
二
品
が
さ

ら
に
栄
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
縞
会
報
告

六
月
二
十
二
日
（
土
）
本
校
仮
設
校
舎
会
議
室
に
お
い
て
、
二
十
五
年
度
の
同
窓
会
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
二
十
四
年
度
の
一
般
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
二
十
五
年
度

の
事
業
案
・
予
算
案
を
議
決
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
日
、
場
所
を
移
し
て
石
岡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
五

十
周
年
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
十
七
名

の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
現
況
や
高
校
生
当
時

の
思
い
出
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
連
の
取
り

組
み
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

新
校
舎
工
事
は
四
階
部
分
建
設
へ

プ
レ
ハ
ブ
仮

設
校
舎
で
の
生

活
も
三
月
末
で

約
一
年
三
ケ
月

が
経
過
し
ま
し

た
。
P
T
A
に

よ
る
仮
設
校
舎

へ
の
エ
ア
コ
ン

（
空
調
設
備
）

設
置
に
よ
り
、
昨
年
夏
季
の
猛
暑
を
ど
う
に

か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
新
校
舎
の
建
設
工
事
の
進
捗
状
況

校
舎
建
設
委
員
会
よ
り

に
つ
い
て
で
す
が
、
地
な
ら
し
後
の
約
六
十

本
の
杭
打
ち
工
事
が
難
航
し
、
二
ケ
月
工
期

に
遅
れ
が
で
ま
し
た
。
三
月
末
現
在
、
四
階

部
分
の
建
設
に
取
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

完
成
は
六
月
初
旬
で
、
検
査
後
の
六
月
中
旬

に
引
越
し
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
新
校
舎
建
設
に
伴
う
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
移
設
工
事
は
昨
年
十
二
月
よ
り
始
ま
り
、

三
月
中
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
、
引
き
続
き
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

囚
役
員
体
制

会

　

　

長

副
会
長

監

　

　

査

金
井
一
夫
（
4
9
回
卒
）

岩
田
　
　
正
（
3
9
回
卒
）

石
神
　
　
彰
（
4
0
回
卒
）

磯
部
太
郎
平
（
5
1
回
卒
）

大
和
田
智
弘
（
5
2
回
卒
）

神
生
　
秀
夫
（
0
0
回
卒
）

岡
田
　
早
苗
（
3
2
回
卒
）

坂
本
　
秀
夫
（
5
5
回
卒
）

長
谷
川
重
幸
（
0
0
回
卒
）

幹

　

　

事

五
頭
　
和
三
　
就
任

圏
役
員
の
異
動

副
会
長

石
岡
支
部
長

岡
見
　
雄
一

磯
部
太
郎
平

岡
田
　
早
苗

岡
見
　
雄
一

監

　

　

査

　

　

岡

田

　

早

苗

長
谷
川
重
幸

関

　

　

邦

夫

　

就

任

卒
業
回
数
別
代
議
員
（
第
1
0
2
回
卒
）

平
成
2
5
年
3
月
卒

鈴
木
　
皇
也
　
（
石
岡
市
宇
治
会
）

大
江
　
　
至
　
（
石
岡
市
府
中
）

圏
平
成
二
十
五
年
度
の
主
な
事
業

4
月
1
2
日
（
金
）
山
王
神
社
祭
礼

（
学
校
主
催
）

6
月
2
2
日
（
土
）
同
窓
会
総
会

卒
業
5
0
周
年
祝
賀
会

Ⅱ
月
2
3
日
　
（
土
）
　
山
王
神
社
祭
礼

（
町
内
会
主
催
）
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圏
卒
業
五
十
周
年
祝
賀
会
を

六
月
二
十
二
日
に
開
催

卒
業
五
十
周
年
祝
賀
会
を
六
月
二
十
二
日

（
土
）
　
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
昭

和
四
十
八
年
か
ら
先
輩
招
待
祝
賀
会
と
し
て

発
足
し
、
そ
の
後
本
校
卒
業
五
十
周
年
を
記

念
す
る
行
事
へ
と
発
展
し
、
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
招
待
者
は
五
十
二
回
（
昭

和
三
十
八
年
卒
）
卒
業
生
で
、
出
席
者
は
十

七
名
で
し
た
。
二
十
六
年
度
は
卒
業
五
十
周

年
祝
賀
会
を
七
月
五
日
　
（
土
）
　
に
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
出
席
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

モ
ー
1
「
′
一
に
－
辛
亨
諾
真
裏
宣
言
沃
－
小
生
主
い
く
1
1
1
′
年
上
は

新
役
員
紹
介

主
宰
－
霊
草
巧
焦
土
高
上
日
吉
星
章
弓
当
来
－
尋
l
i
は
い

副
会
長
　
磯
部
　
太
郎
平

（51回卒）

私
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
に
石

岡
一
高
で
開
催
し
た
同
窓
会
総
会
に
お
い
て

副
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
、
昭
和
三
十
六

年
度
卒
業
の
磯
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
卒
業
後

は
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
、
専
業
農
家
と
し
て

農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
昭
和
四
十
七

年
に
野
菜
と
植
木
の
専
門
農
協
設
立
　
（
現
ト

キ
ワ
園
芸
農
業
協
同
組
合
）
　
に
参
画
し
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
卒
業
後
、
同

窓
会
活
動
に
は
大
変
消
極
的
で
、
何
ら
お
役

に
立
つ
事
は
何
も
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
を
機
に
気
持
ち
を
改
め
、
同
窓
会

活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。

げ
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
皆
様
の
今

後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

監

　

　

査

長
谷
川
　
重
幸

（00回卒）

こ
の
度
、
監
事
を
拝
命
致
し
ま
し
た
茨
城

町
の
長
谷
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
し
て
四
十
年
余
経
過
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
間
、
ほ
と
ん
ど
母
校
に
貢
献
を
し

て
い
な
い
私
が
推
挙
頂
い
た
こ
と
に
大
変
恐

縮
を
し
て
お
り
ま
す
。

創
立
百
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
経
て
、

さ
ら
に
大
き
く
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
関
係

各
位
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
母
校
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

石
一
頑
張
っ
て
ま
す
〃

石
岡
一
高
は
創
立
一
〇
三
年
と
、
県
内
高

校
の
中
で
も
有
数
の
伝
統
校
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
も

数
多
く
輩
出
し
て
お
り
、
私
も
卒
業
生
の
一

人
と
し
て
大
変
誇
り
に
思
い
、
日
々
の
活
動

を
致
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
は
、
先
輩
・

後
輩
が
同
じ
門
を
く
ぐ
り
学
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
、
心
を
開
い
て
お
付
き
合
い
の
出
来
る

同
志
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
今
後
は
学
校
と

密
接
な
連
携
を
と
り
、
学
校
の
発
展
に
大
い

に
協
力
を
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

又
、
今
ま
で
同
窓
会
に
振
り
向
い
て
戴
け
な

い
会
員
の
皆
様
に
、
少
し
で
も
同
窓
会
活
動

に
関
心
を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う
努
力
を
し
て

参
り
ま
す
。
微
力
な
私
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
軽
を
お
願
い
申
し
上

よ
う
こ
そ
先
輩
！

本
校
O
G
の
櫻
井
文
さ
ん
を
迎
え
て

「
道
徳
」
講
演
会
〃

本
校
O
G
の
櫻
井
文
さ
ん
を
迎
え
て
、
一

年
生
を
対
象
に
　
「
道
徳
」
講
演
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
櫻
井
さ
ん
は
、
本
校
を
卒
業
後
、

茨
城
県
内
の
看
護
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

国
家
試
験
に
合
格
し
て
看
護
師
の
資
格
を
取

得
し
た
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と
し

て
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
二
年
間
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
N
P
O
職
員
の
母
子
保
健

専
門
家
と
し
て
ス
ー
ダ
ン
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
櫻
井
さ
ん
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
や
ス
ー

ダ
ン
で
の
豊
富
な
体
験
を
も
と
に
、
文
化
や

生
活
習
慣
の
違
い
を
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
ま

じ
え
な
が
ら
、
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
櫻
井
さ
ん
は
、
文
化
の
異
な
る
数
多
く

の
地
域
が
こ
の
世
界
に
は
広
が
っ
て
い
る
こ

と
、
自
分
が
行
な
っ
た
活
動
は
、
高
校
生
の

み
ん
な
に
も
十
分
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
熱

心
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
講
演
中
、
講
師

と
生
徒
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的

に
取
り
合
う
、
と
て
も
な
ご
や
か
な
講
演
会

で
し
た
。
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関
東
大
会
に
参
加
し
て

演
劇
部
は
、
富
士
市
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
で
行

わ
れ
た
第
四
十
九
回
関
東
高
等
学
校
演
劇
研

究
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
が
関
東
大

会
に
進
出
す
る
の
は
、
実
に
二
十
三
年
ぶ
り

に
な
り
ま
す
。

演
劇
部
は
、
地
区
大
会
、
県
大
会
を
経
て

関
東
大
会
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
県
内
五
十
校

ほ
ど
が
地
区
大
会
に
参
加
し
ま
す
。
関
東
大

会
に
選
ば
れ
る
の
は
、
そ
の
中
の
二
校
で
す
。

こ
の
二
校
に
入
る
こ
と
を
目
標
に
、
日
々
演

劇
部
は
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
回
の
上
演
は
　
「
C
u
t
e
I
L
　
と
い
う

作
品
で
し
た
。
石
岡
二
品
演
劇
部
の
日
常
を

切
り
抜
い
た
よ
う
な
作
品
で
、
弱
小
演
劇
部

の
部
員
た
ち
が
悩
み
な
が
ら
も
成
長
し
て
い

く
姿
を
描
き
ま
し
た
。
等
身
大
の
演
技
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
観
客
の
共
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
キ
ャ
ス

ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
、
準
備
を
重

ね
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。
審
査
結
果
は
、

優
良
賞
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
大
会
進
出
は

逃
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
実
り
の
多
い

大
会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
関
東
大
会
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
本
校
の
文
化
部
を
ま
す
ま
す
活
性

化
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
演
劇
部
の
活
躍
に
ご
期
待
下
さ
い
。

善
行
生
徒
顕
彰
を
受
賞

三
年
二
組
知
久
翼
、
中
島
唯
人
、
三
年
三

組
磯
原
晴
行
の
三
名
は
、
「
昨
年
二
月
の
下

校
途
中
、
神
立
駅
に
お
い
て
、
ひ
ど
い
出
血

で
倒
れ
て
い
た
人
を
助
け
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
介
抱
し
た
」
　
こ
と
に
よ
り
、
一

月
二
十
四
日
　
（
金
）
　
に
行
わ
れ
た
、
茨
城
県

P
T
A
生
徒
指
導
中
央
大
会
に
お
い
て
善
行

生
徒
顕
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

普
通
科
・
農
業
系
学
科
の

特
色
を
活
か
し
た
学
校
づ
く
り
展
開
中

圏
石
岡
二
品
の
取
り
組
み

本
校
生
の
進
路
希
望
は
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
・
就
職
と
非
常
に
多
種
多
様
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
希
望
者
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の

で
、
そ
れ
に
応
じ
た
進
路
実
現
の
た
め
の
指

導
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
常
の
授
業
を
大
切
に
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
平
日
放

課
後
の
課
外
、
土
曜
課
外
、
さ
ら
に
は
夏
期

休
業
中
の
課
外
な
ど
、
学
力
向
上
の
た
め
に

平
常
の
授
業
＋
α
の
授
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
課
外
授
業
以
外
の
進
路
行
事
を
あ
げ
ま

す
と一

学
年
…
大
学
見
学
会
・
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

大
学
模
擬
授
業

二
学
年
…
進
路
懇
談
会
・
分
野
別
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
大
学
模
擬
授
業

三
学
年
…
進
路
別
の
様
々
な
説
明
会

な
ど
で
す
。
本
校
で
は
こ
の
よ
う
に
様
々
な

進
路
行
事
を
通
し
て
、
進
路
実
現
の
た
め
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
生
徒
達
は
そ
の
中
で
、

自
分
を
知
り
、
自
分
の
能
力
・
適
性
を
見
つ

け
だ
し
、
自
分
の
目
標
を
定
め
、
そ
の
た
め

に
努
力
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
生
徒
の
さ

ら
な
る
学
力
向
上
の
た
め
、
進
路
実
現
の
た

め
、
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま

す。
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国間蘭画醗酵闇題詞闇聞顛回国
闇顕闇国闇開国悲願闇躍闇題顕

闇聞醒醗闇闇間間闇麗蘭画彊国綴醒醇麗
醒間聞闇闇闇顕蘭画灘醍国

闇聞摘間聞聞圃
闇闇回国国

聞闇闇
固闇闇
闇躍闇
躍闇囲

闇闇
闇闇
認聞
回国
闇醒
闇認

闇

闇

麗

顕

山王台

点　描
題

闇

国

国

醒

闇固闇醸闇闇
闇間闇国闇闇
闇闘鶏聞麗間
闇題詞総艶麗
闇曝露躍闇間
闇闇題額闇閏闇醗顕闇閣

圏
石
一
ぶ
ど
う
サ
イ
ダ
ー
に
つ
い
て

三
月
一
日
（
土
）
の
卒
業
式
と
同
時
に
「
石

一
ぶ
ど
う
サ
イ
ダ
ー
」
　
が
発
売
と
な
り
ま
し

た。

石
岡
一
高
の
農
場
で
は
園
芸
科
の
生
徒
た

ち
が
授
業
で
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ブ
ド
ウ
は
国
の
法
律
に
基
づ
く
　
「
有
機

J
A
S
認
定
」
　
を
う
け
た
も
の
で
、
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
で
栽
培
し
な
い
と
認
定
さ
れ
ま

せ
ん
。
全
国
で
も
類
を
見
な
い
ブ
ド
ウ
の
有

機
栽
培
を
活
か
そ
う
と
生
徒
た
ち
が
栽
培
、

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
製
品
化
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
石
岡
一
高
同
窓
会
や
石
岡
市
農
カ

ア
ッ
プ
推
進
会
議
の
協
力
を
得
て
、
製
品
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
茨
城
新
聞
や
産

経
新
聞
、
日
本
農
業
新
聞
、
茨
城
放
送
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

順
調
に
販
売
数
を
伸
ば
し
、
石
岡
市
や
石
岡

一
高
の
ア
ピ
ー
ル
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
も
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
の
暑
く
な

る
季
節
に
石
岡
一
高
ブ
ラ
ン
ド
の
サ
イ
ダ
ー

を
石
岡
市
内
の
小
売
店
で
手
に
取
っ
て
飲
ま

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

圏
学
校
活
性
化
に
向
け
て

入
学
者
選
抜
で
部
活
動
の

「
特
色
選
抜
」
を
実
施

平
成
二
十
五
年
度
の
入
学
者
選
抜
か
ら
全

県
下
で
推
薦
入
学
に
代
わ
り
　
「
特
色
選
抜
」

が
実
施
さ
れ
、
今
年
度
で
二
年
目
に
な
り
ま

す。
本
校
で
は
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
柔
道
・
陸
上
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
の
六
つ
の
運
動
部
に
お
い
て
、
入
学

後
も
意
欲
的
に
活
動
す
る
意
志
を
持
っ
た
生

徒
を
募
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
な
意
欲
を
持
っ
た
生
徒
の
入
学
は
、

学
校
の
特
色
　
（
色
・
カ
ラ
ー
・
校
風
）
　
を
表

す
上
で
も
大
き
な
存
在
と
な
り
ま
す
。
生
徒

自
身
が
特
色
を
持
ち
意
欲
を
発
揮
す
る
こ
と

は
、
学
校
の
方
向
性
を
位
置
づ
け
る
上
で
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
運
動
部
や
文
化
部
の
生

徒
が
、
勉
学
と
と
も
に
身
体
を
鍛
え
、
技
を

磨
く
こ
と
は
、
「
文
武
両
道
」
　
を
体
現
す
る

取
り
組
み
で
す
。

現
在
、
生
徒
の
部
活
動
加
入
率
は
四
十
％

を
超
え
、
早
朝
練
習
に
取
り
組
む
野
球
部
や

闇
闇

躍
醒

閲
闇

蘭
画

聞
蘭

画
題

詞
闇

溺
闇
開
聞
囲
圃

間
蘭

画
闇

国

硬
式
野
球
部

・
平
成
2
5
年
春
季
高
校
野
球
県
大
会

ベ
ス
ト
4

・
平
成
2
5
年
選
手
権
茨
城
県
大
会

ベ
ス
ト
1
6

・
平
成
2
5
年
秋
季
高
校
野
球
県
大
会
出
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

陸
上
部
の
生
徒
の
姿
、
放
課
後

は
グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
・
特
別

教
室
な
ど
で
活
気
あ
る
活
動
が

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
欲
あ
る
生
徒

の
入
学
に
、
特
色
選
抜
が
有
効

で
有
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す。

【
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

・
平
成
2
5
年
度
関
東
高
等
学
校

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
大
会
出
場

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

・
平
成
2
5
年
度
関
東
高
等
学
校

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
大
会
出
場

・
平
成
2
5
年
度
高
校
総
体

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
大
会
出
場

男
子
個
人
　
（
赤
津
・
山
下
ペ
ア
）
推
薦

（
五
十
嵐
・
甘
利
ペ
ア
）
　
ベ
ス
ト
1
6

女
子
個
人
　
（
荒
原
・
松
延
ペ
ア
）
　
4
位

・
関
東
大
会
県
予
選

男
子
団
体
3
位

男
子
個
人
（
赤
津
・
山
下
ペ
ア
）
　
ベ
ス
ト
1
6

・
関
東
大
会

男
子
個
人
　
（
赤
津
・
山
下
ペ
ア
）
　
1
回
戦

・
全
国
大
会
地
区
予
選

男
子
団
体
推
薦
・
女
子
団
体
準
優
勝

男
子
個
人
　
（
赤
津
・
山
下
ペ
ア
）
　
推
薦

（
五
十
嵐
・
甘
利
ペ
ア
）
　
3
位

・
全
国
大
会
県
予
選

男
子
団
体
3
位

男
子
個
人
　
（
赤
津
・
山
下
ペ
ア
）
　
4
位

・
全
国
大
会

男
子
個
人
　
（
赤
津
・
山
下
ペ
ア
）
　
2
回
戦

・
地
区
新
人
大
会

男
子
個
人
（
石
井
・
竹
内
ペ
ア
）
　
ベ
ス
ト
1
6

（
大
野
・
小
谷
野
ペ
ア
）
　
ベ
ス
ト
1
6

・
県
新
人
大
会

男
子
団
体
2
回
戦

・
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ

男
子
個
人
　
（
赤
津
・
山
下
ペ
ア
）
　
6
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
関
東
大
会
地
区
予
選

男
子
団
体
準
優
勝
・
女
子
団
体
優
勝

・
第
5
8
回
関
東
高
校
選
手
権
茨
城
県
大
会

男
子
学
校
対
抗
　
準
優
勝

女
子
学
校
対
抗
　
第
3
位

・
平
成
2
5
年
度
茨
城
県
高
校
総
体

男
子
学
校
対
抗
　
準
優
勝

女
子
学
校
対
抗
　
第
3
位

女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
吉
田
・
成
山
　
第
3
位
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位位位位　　位位

・
平
成
2
5
年
度
秋
季
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
田
上
奈
央
弥
第
3
位

・
平
成
2
5
年
度
新
人
大
会

女
子
学
校
対
抗
　
第
3
位

卓

　

球

　

部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

・
関
東
大
会

5
3
k
g
級
　
小
山

6
2
k
g
級
　
常
井

6
9
k
g
級
　
小
林

7
7
k
g
級
　
清
水

浅
野

8
5
k
g
級
　
井
坂

9
4
k
g
級
　
萩
原

1
0
5
k
g
級
　
小
松

紘
平
　
6
位

寛
優
介

大
樹

祐
大

京
輔

雅
仁豊

3
位

9
位

7
位

9
位

6
位

7
位

3
位

・
平
成
2
5
年
関
東
大
会
県
南
予
選

団
体
優
勝
（
男
子
）

個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
男
子
3
名
　
県
出
場

女
子
2
名
　
県
出
場

ダ
ブ
ル
ス
男
子
1
組
　
県
出
場

女
子
2
組
　
県
出
場

・
平
成
2
5
年
総
体
県
南
予
選

団
体
2
位
　
（
男
子
）

個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
男
子
3
名
　
県
出
場

女
子
3
各
　
県
出
場

ダ
ブ
ル
ス
男
子
　
　
　
3
位

女
子
1
組
　
県
出
場

女
子
一
回
戦

二
回
戦

敗
者
復
活
戦

代
表
決
定
戦

石
岡
一
7
2
－
5
1
石
岡
二

石
岡
一
8
5
－
8
6
土
浦
湖
北

石
岡
一
0
0
－
5
8
常
総
学
院

石
岡
一
5
8
－
9
1
土
浦
三

剣

　

道

　

部

第
1
5
回
全
国
女
子
選
手
権
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

5
8
k
g
級
　
井
野

・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

6
2
k
g
級
　
常
井

6
9
k
g
級
　
菊
地

小
林

7
7
k
g
級
　
浅
野

清
水

・
国
民
体
育
大
会

6
2
k
g
級
　
常
井

6
9
k
g
級
　
菊
地

・
関
東
選
抜
大
会

5
6
k
g
級
　
小
山

6
2
k
g
級
　
笹
野

の
k
g
級
　
萩
森

5
8
k
g
級
　
井
野

由
貴
　
8
位

・
関
東
大
会
県
南
A
地
区
予
選
会

男
子
二
回
戦
　
石
岡
一
7
2
－
4
9
土
浦
湖
北

準
決
勝
　
石
岡
一
5
0
－
1
4
2
土
浦
二

三
位
決
定
戦石

岡
一
8
5
－
8
4
土
浦
工
業

女
子
二
回
戦
　
石
岡
一
5
5
－
1
0
2
土
浦
湖
北

・
高
校
総
体
県
南
A
地
区
予
選
会

男
子
二
回
戦
　
石
岡
一
6
5
－
6
4
土
浦
三

準
決
勝
　
石
岡
一
5
0
1
1
0
3
土
浦
一
一

三
位
決
定
戦石

岡
一
7
2
－
6
9
土
浦
工
業

女
子
一
回
戦
　
石
岡
一
4
3
－
7
9
国
際
大
学

・
総
体
県
予
選
会

男
子
一
回
戦
　
石
岡
一
6
2
－
1
1
9
多
賀

・
新
人
大
会
県
南
A
地
区
予
選
会

男
子
二
回
戦
　
石
岡
一
7
8
－
9
2
土
浦
湖
北

敗
者
復
活
戦
　
石
岡
一
4
4
－
7
7
国
際
大
学

・
関
東
大
会
予
選

【団体戦】

男
子
・
女
子
団
体
出
場

【個人戦】

男
子
六
名
出
場
・
女
子
三
名
出
場

・
全
国
高
校
総
体
県
予
選

【団体戦】

男
子
・
女
子
団
体
出
場

【個人戦】

男
子
二
名
出
場
・
女
子
二
名
出
場

－
勝
ち
抜
き
大
会

【団体戦】

男
子
・
女
子
団
体
出
場

・
新
人
戦
県
大
会

【団体戦】

男
子
・
女
子
団
体
出
場

【女子】

1
5
0
0
m

・
県
選
手
権
　
H
2
5

【女子】

1
5
0
0
m

8
0
0
m

5
0
0
0
m

・
県
学
年
別
　
H
2
5

【男子】

共
通
8
0
0
m

予
選
1
0
分
3
6
秒
7
8

2
年
・
滝
田

予
選
5
分
0
0
秒
7
9

・
7
／
5
～
7

2
年
・
滝
田

予
選
5
分
0
4
秒
4
3

2
年
・
滝
田
　
棄
権

2
年
・
滝
田
　
第
2
2
位

・
7
／
1
6
・
1
7

2
年
・
宮
本2

分
0
7
秒
5
9

【女子】

2
・
3
年
3
0
0
0
m

陸
上
競
技
部

・
県
南
新
人
大
会

【男子】

走
幅
跳

1
1
0
m
H

【女子】

1
5
0
0
m

・
県
新
人
大
会

【男子】

2
年
・
滝
田
　
第
1
6
位

H
2
5
・
9
／
1
2
～
1
4

2
年
・
森
　
　
第
9
位

2
年
・
森
　
　
第
6
位

2
年
・
滝
田
　
第
5
位

H
2
5
・
9
／
2
6
～
2
8

・
県
南
地
区
大
会
　
H
2
5
・
4
／
2
5
～
2
7

【男子】

3
0
0
0
m
S
C
　
3
年
・
狩
谷
　
第
9
位

【女子】

1
5
0
0
m
　
　
2
年
・
滝
田
　
第
8
位

・
県
大
会
　
H
2
5
・
5
／
m
～
1
3

【男子】

3
0
0
0
m
S
C
　
3
年
・
狩
谷

4
×
1
0
0
m
R三

好
・
森
・
吉
田
・
宮
本

走
幅
跳

1
1
0
m
H

【女子】

1
5
0
0
m

・
県
駅
伝
　
H
2
5

【女子】

2
年
・
森

2
年
・
森

2
年
・
滝
田

Ⅱ
／
6

滝
田
・
伊
藤
・
野
口
・
潮
田
・
小
林
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位位位位位

1
時
間
2
6
分
2
6
秒

・
土
浦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
H
2
5
・
1
2
／
1

男
子
5
K
　
2
年
・
宮
本
　
第
4
位

・
笠
間
マ
ラ
ソ
ン
　
H
2
5
・
1
2
／
1
5

女
子
5
K
　
2
年
・
滝
田
　
優
勝

・
高
滝
マ
ラ
ソ
ン
　
H
2
6
・
1
／
Ⅱ

男
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

3
年
・
狩
谷
　
1
時
間
2
1
分
0
1
秒

・
牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
　
H
2
6
・
1
／
1
4

男
子
1
0
K
　
2
年
・
宮
本
　
第
1
2
位

・
県
南
駅
伝
　
H
2
6
・
1
／
2
0

【男子】狩
谷
・
宮
本
・
三
好
・
吉
田
・
菅
生

第
8
位

【女子】伊
藤
・
小
林
・
滝
田
・
野
口
・
大
久
保

第
3
位

2
区
　
1
年
・
小
林
　
区
間
2
位

・
県
新
人
駅
伝
　
H
2
6
・
2
／
4

【女子】滝
田
・
伊
藤
・
大
久
保
・
野
口

4
区
で
途
中
棄
権

1
区
　
2
年
・
滝
田
　
区
間
7
位

【
男
子
】
宮
本
・
吉
田
・
三
好

県
南
合
同
チ
ー
ム
　
（
O
P
参
加
）

（
参
考
順
位
　
第
2
4
位
〉

・
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
　
H
2
6
・
2
／
2
3

男
子
1
0
K
　
2
年
・
宮
本
　
第
1
3
位

1
年
　
吉
田
　
第
2
9
位

一
回
戦
　
　
　
対
中
央
　
1
対
0

代
表
決
定
戦
　
対
藤
代
紫
水
　
3
対
2

・
県
大
会

一
回
戦
　
　
　
対
土
浦
湖
北
　
2
対
3

《
全
国
高
校
総
体
》

・
地
区
大
会

一
回
戦
　
　
　
対
中
央
　
0
対
5

《
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
》

・
地
区
大
会

一

回

戦

　

　

　

対

取

手

一

6

対

0

代
表
決
定
戦
　
対
土
浦
一
2
対
5

《
高
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
戦
）

・
地
区
大
会

一
回
戦
　
　
　
対
牛
久
　
3
対
0

代
表
決
定
戦
　
対
東
洋
大
牛
久
　
0
対
3

《
U
－
1
8
I
F
A
県
南
地
区
リ
ー
グ
A
）

5
勝
4
敗
　
5
位

今
年
度
の
昇
級
・
昇
段
の
人
数
は
、

二
級
1
0
名
、
一
級
6
名
、

初
段
7
名
、
弐
段
Ⅱ
名
で
あ
る
。

男
子
1
0
0
k
g
超
級
　
根
本
勇
樹
　
ベ
ス
ト
8

女
子
5
7
k
g
級
　
　
塚
本
友
美
　
3
位

・
全
国
選
手
権
県
予
選

男
子
団
体
ベ
ス
ト
1
6

柔

　

道

　

部

三
年
男
4
名
、
二
年
男
7
名
・
女
5
名
、

一
年
男
7
名
、
女
1
名
の
計
2
4
名
で
活
動
。

〔
平
成
二
十
五
年
度
大
会
結
果
〕

・
関
東
大
会
県
予
選

男
子
団
体
ベ
ス
ト
1
6

・
全
国
大
会
県
予
選

男
子
団
体
ベ
ス
ト
1
6

・
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
県
予
選

女
子
6
3
k
g
級
　
　
岩
井
　
和
　
4
位

・
県
南
選
手
権
大
会

男
子
団
体
3
位

文

　

芸

　

部

文
芸
部
は
、
女
子
十
八
名
で
活
動
し
て
い

ます。小
説
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
生
徒
の
作
品
を

部
誌
「
ク
リ
エ
イ
ト
」
　
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
三
回
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
図
書
館
に
も
置
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
手
に
取
っ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

弓

　

道

　

部

サ
ッ
カ
ー
部

《
関
東
高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
》

・
地
区
大
会

・
参
加
大
会
（
県
大
会
以
上
）

①
関
東
大
会
県
予
選
（
女
子
）

②
全
国
大
会
県
予
選
（
男
子
・
女
子
）

女
子
が
予
選
上
位
6
校
に
残
り
、
決
勝

リ
ー
グ
進
出
。
県
で
6
位
と
な
っ
た
。

③
関
東
個
人
県
予
選

（
男
子
5
名
・
女
子
6
名
）

1
年
生
男
子
　
（
石
塚
）
　
が
決
勝
に
残
り
、

1
年
生
の
部
で
個
人
県
5
位
。

④
新
人
戦
　
全
国
選
抜
県
予
選

（
男
子
・
女
子
）

⑤
冬
季
大
会
　
東
日
本
大
会
県
予
選

（
男
子
・
女
子
）

そ
の
他
各
自
昇
級
・
昇
段
も
順
調
で
あ
り
、

男
子
6
6
k
g
級

男
子
8
1
k
g
級

男
子
1
0
0
k
g
超
級

女
子
5
7
k
g
超
級

・
県
南
新
人
大
会

男
子
団
体
3
位

女
子
団
体
3
位

男
子
6
6
k
g
級

男
子
m
k
g
超
級

女
子
5
7
k
g
級

松
浦
朋
輝

蛇
名
聖
次

堀
口
健
太

根
本
勇
樹

櫻
井
愛
美

豊
島
知
穂

写

　

真

　

部

松
浦
朋
輝

根
本
勇
樹

塚
本
友
美

女
子
5
7
k
g
超
級
　
櫻
井
愛
美

豊
島
知
穂

・
県
新
人
大
会

男
子
団
体
ベ
ス
ト
1
6

女
子
団
体
ベ
ス
ト
8

・
平
成
2
5
年
度
茨
城
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
写
真
展
入
選

三
年
　
大
願
　
祥
平

二
年
　
斎
藤
　
綾
香

一
年
　
石
井
　
陽
久

な
お
、
石
井
陽
久
の
作
品
は
平
成
2
6
年

度
全
国
総
文
祭
茨
城
県
内
展
に
展
示
さ
れ

る
予
定
で
す
。

2
6
年
度
は
全
国
総
文
祭
い
ば
ら
き
大
会

で
全
国
の
写
真
部
員
を
迎
え
ま
す
。
み
ん

な
に
楽
し
い
思
い
出
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
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美

　

術

　

部

演

　

劇

　

部

将

　

棋

　

部

英

　

語

　

部

・
平
成
2
5
年
度
茨
城
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
美
術
展
覧
会
　
入
選

高
栖
晴
菜
（
一
年
四
組
）

渡
遷
明
花
（
一
年
四
組
）

高
久
麻
矢
（
二
年
四
組
）

・
第
5
3
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
造
形
教
育

研
究
大
会
美
術
作
品
　
選
抜

高
栖
晴
菜
　
（
一
年
四
組
）

渡
遽
明
花
　
（
一
年
四
組
）

・
第
6
8
回
県
南
高
等
学
校
連
合
美
術
展

作
品
出
品
　
6
名

・
茨
城
県
高
等
学
校
演
劇
研
究
大
会Ⅱ

月
1
6
日

優
秀
賞
を
受
賞
　
（
上
位
2
校
）

・
第
4
9
回
関
東
高
等
学
校
演
劇
研
究
大
会

1
月
2
5
日

優
良
賞
を
受
賞

音

　

楽

　

部

《吹奏楽》

第
5
3
回
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
南
地
区
大

会
優
秀
賞
。
そ
の
他
、
施
設
な
ど
へ
の
訪
問

演
奏
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
、
高
等
学
校
音
楽
祭

へ
の
参
加
。
県
南
地
区
で
活
動
し
て
い
る
吹

奏
楽
団
と
の
合
同
演
奏
な
ど
も
行
い
、
幅
広

い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

《合唱）四
人
と
い
う
少
人
数
な
が
ら
、
市
の
音
楽

祭
や
高
等
学
校
音
楽
祭
に
参
加
し
、
パ
ワ
フ

ル
な
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

・
春
季
大
会
個
人
戦

郡
司
直
弥
　
2
勝
3
敗
（
B
級
）

佐
藤
　
駿
　
1
勝
4
敗
（
B
級
）

・
夏
季
大
会
個
人
戦
（
竜
王
戦
）

郡
司
直
弥
　
2
勝
3
敗
（
C
級
）

佐
藤
　
駿
　
2
勝
3
敗
（
C
級
）

・
段
級
位
認
定
将
棋
大
会

郡
司
直
弥
　
1
勝
4
敗
（
D
級
）

・
秋
季
大
会
個
人
戦

郡
司
直
弥
　
1
勝
3
敗
（
B
級
）

佐
藤
　
駿
　
1
勝
3
敗
（
B
級
）

J
 
R
 
C
部

茶
華
道
部

茶
華
道
部
は
、
龍
生
派
華
道
と
表
千
家
茶

道
の
練
習
を
山
王
会
館
に
て
練
習
し
て
い
ま

す。
華
道
で
は
、
季
節
の
花
を
取
り
入
れ
な
が

ら
生
け
花
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

楽
し
み
、
校
内
に
飾
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

茶
道
で
は
、
お
茶
の
点
て
方
や
礼
儀
作
法

な
ど
日
本
独
自
の
文
化
を
学
び
、
将
来
に
生

か
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
I
R
C
部
の
主
な
活
動
は
、
放
課

後
に
近
く
に
あ
る
保
育
園
に
持
っ
て
い
く
カ

レ
ン
ダ
ー
を
製
作
し
た
り
、
月
数
回
保
育
園

を
訪
問
し
子
ど
も
達
と
遊
び
を
通
し
て
一
緒

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
長
期

休
業
に
は
市
内
の
幼
稚
園
で
一
日
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
障
害
者
支
援
施

設
で
開
催
さ
れ
る
納
涼
祭
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
青
少
年
赤
十
字
・
青
年
奉
仕
団
交

流
会
に
参
加
し
、
大
学
生
や
他
校
の
J
R
C

部
の
方
々
と
も
交
流
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
部
員
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
活
動
に
参
加
を
す
る
事
で
勉
強
に
な
る
事

が
沢
山
あ
り
、
と
て
も
良
い
機
会
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
参
加
し
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
英
語
部
は
創
設
二
年
目
を
迎
え
、

英
語
の
好
き
な
者
と
お
し
が
集
ま
り
、
英
語

検
定
試
験
や
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
個
人
個

人
が
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で

二
年
三
組
の
秋
山
早
登
君
が
優
秀
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
人
類
共
通
の
言
語
」
　
と
題

し
て
、
帽
分
の
好
き
な
音
楽
を
介
し
て
将
来

は
仕
事
を
し
た
い
と
言
う
内
容
で
立
派
に
表

現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
部
活
動
研
修
会
で
は
、
他
校
生
と
共

に
勉
強
し
た
り
、
大
学
の
講
義
を
受
け
た
り

し
ま
し
た
。
I
I
C
A
で
は
海
外
か
ら
の
研

修
生
と
交
流
し
視
野
を
広
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
も
多
く
を
吸
収
す
る
た
め
様
々
な
事

柄
に
挑
戦
し
、
更
な
る
好
成
績
を
残
せ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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園

　

芸

　

部

造

　

園

　

部

園
芸
部
は
園
芸
科
と
造
園
科
の
三
年
生
十

二
名
が
季
節
に
あ
っ
た
草
花
を
栽
培
し
、
ま

た
育
て
た
草
花
で
地
域
を
華
や
か
に
す
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
五
色
唐
辛
子

な
ど
の
草
花
を
栽
培
し
ま
し
た
。

育
て
た
草
花
の
苗
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え

て
、
学
校
の
玄
関
を
は
じ
め
、
石
岡
駅
前
、

石
岡
市
役
所
や
警
察
署
な
ど
、
石
岡
市
内
の

各
施
設
に
配
布
し
、
玄
関
や
建
物
の
周
り
を

装
飾
し
ま
し
た
。

地
域
に
配
布
さ
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
配

布
先
の
方
々
に
大
切
に
栽
培
さ
れ
て
石
岡
市

内
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
は
　
「
い
つ
も
素
敵
な
草

花
を
あ
り
が
と
う
」
　
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ

ます。

造
園
部
は
二
十
三
歳
以
下
の
若
年
技
術
者

が
参
加
す
る
技
能
の
祭
典
に
出
場
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
専
門
技
術
の
研
鐙
に
努
め
て
い

ま
す
。
最
優
秀
の
金
賞
受
賞
者
は
国
際
大
会

も
有
り
、
世
界
中
の
職
人
が
目
指
す
大
会
で

す。
昨
年
は
二
年
生
の
小
林
巧
君
が
出
場
し
ま

し
た
。
制
限
時
間
内
に
完
成
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
、
今
年
は
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

技
能
五
輪
中
央
大
会
造
園
職
種

実
施
日
　
平
成
2
5
年
Ⅱ
月
2
2
日
～
2
5
日

会
　
場
　
東
京
都
立
木
場
公
園

国
籍
遼
英
－
－
1
－
－
－
－
吉
名

茨
城
大
6
名
／
福
島
大
学
1
名

磁
韮
英

210名

書
道
同
好
会

・
全
日
本
書
初
め
大
展
覧
会
（
出
品
）

・
ふ
れ
あ
い
書
道
展
（
出
品
）

・
高
校
生
国
際
美
術
展
（
出
品
予
定
）

亜
細
亜
大
3
名
／
足
利
工
業
大
4
名
／

跡
見
学
園
女
子
大
2
名
／
茨
城
キ
リ
ス

ト
大
Ⅱ
名
／
桜
美
林
大
1
名
／
神
奈
川

工
科
大
5
名
／
川
村
学
園
女
子
大
5
名

／
関
東
学
院
大
1
名
／
群
馬
医
療
福
祉

大
1
名
／
園
撃
院
大
2
名
／
国
士
舘
大

9
名
／
駒
澤
大
1
名
／
埼
玉
工
業
大
2

名
／
相
模
女
子
大
1
名
／
実
践
女
子
大

1
名
／
淑
徳
大
3
名
／
城
西
大
3
名
／

城
西
国
際
大
1
名
／
上
武
大
1
名
／
聖

徳
太
4
名
／
太
亜
矢
1
名
／
大
東
文
化

大
7
名
／
高
千
穂
大
2
名
／
拓
殖
大
4

名
／
千
葉
工
業
大
4
名
／
千
葉
商
科
太

2
名
／
中
央
学
院
大
8
名
／
筑
波
学
院

大
1
名
／
つ
く
ば
国
際
英
字
名
／
帝
京

犬
6
名
／
帝
京
平
成
大
2
名
／
東
海
大

2
名
／
東
京
家
政
大
1
名
／
東
京
経
済

太
2
名
／
東
京
工
芸
犬
2
名
／
東
京
情

報
太
1
名
／
東
京
電
機
太
1
名
／
東
京

福
祉
犬
1
名
／
東
京
未
来
大
1
名
／
東

京
薬
科
大
1
名
／
東
洋
大
8
名
／
東
洋

学
園
大
3
名
／
常
磐
大
2
4
名
／
日
本
犬

5
名
／
白
鴎
大
3
名
／
文
教
大
3
名
／

平
成
国
際
大
1
名
／
法
政
大
1
名
／
明

海
大
1
名
／
明
星
大
2
名
／
目
白
大
4

名
／
立
正
大
9
名
／
流
通
経
済
大
1
9
名

／
麗
澤
大
6
名
／
和
光
大
1
名

題
　
大
～
－
1
－
－
－
i
I
i
i
1
6
名

茨
城
女
子
短
2
名
／
聖
徳
大
短
大
部
2

名
／
拓
大
北
海
道
短
2
名
／
つ
く
ば
国

際
短
3
名
／
常
磐
短
4
名
／
東
京
農
大

短
大
部
1
名
／
東
京
経
営
短
1
名
／
園

壁
際
栃
米
短
1
名

離
職
者
－

－　㈱名

醇
鞘
響
撥
－
‡
－
－
－
1
－
－
8
0
名


